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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 皆さん、おはようございます。 

 残暑厳しい折、当委員会の委員全員の出席です。 

 また、飛永委員より、電子機器の持込みの申請を受けて許可いたしました。 

 定刻となりましたので、ただいまより建設文教常任委員会を開催いたします。 

 去る６日の本会議において建設文教常任委員会に付託となりました議案について御審議いただ

くわけですが、その前に野々部議長から御挨拶を受けたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

議  長（野々部 享君） 

 皆さん、おはようございます。 

 建設文教常任委員会、早朝よりお疲れさまでございます。 

 去る６日に当委員会に審査付託されました議案につきまして、慎重な審議をよろしくお願いい

たします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 どうもありがとうございました。 

 続きまして、公務に復帰された市長から御挨拶を受けたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

市  長（永田 純夫君） 

 おはようございます。 

 委員の皆様方には早朝より建設文教常任委員会への御出席、大変御苦労さまでございます。 

 まず、今定例会に当たりまして、私と副市長はじめ幹部職員が不覚にもコロナにかかってしま

いました。市議会並びに議員各位の皆様方には本当に御迷惑をおかけいたしました。誠に申し訳

ございませんでした。 

 幸い療養期間を経まして、後遺症もなく、元気に復帰をいたしました。引き続き、市の発展の

ために頑張ってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 本日は付託になりました案件につきまして慎重に御審議を賜りまして、全ての案件につき御賛

同賜りますようにお願いを申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ありがとうございました。 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 おはようございます。大塚です。 

 建設文教常任委員会に入る前に私から１点お伺いしたいことがございまして、令和３年度清須

市の歳入歳出決算書の中を見ていただくと気がついた方もいらっしゃると思うんですけども、総

務委員会のほうでも段ずれだとかが起きているということで、総務委員会のお答えでは「気をつ

けます」ということだったんですけど、こういうことになった原因と、もう１個言うと、差替え

ができなかったということと、今後こういったことにならない、非常に見づらいというお答えも

議員からも来てますし、当局側も感じているのではないかと思います。入る前にそこだけの御答

弁じゃないですけど、いただけたらと思いますので、すみません、よろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 吉田会計管理者。 

会計管理者（吉田 敬君） 

 会計管理者、吉田です。 

 議員各位には御迷惑をおかけし、大変申し訳ございません。 

 理由としましては、印刷業者に依頼しまして、左右ページが均一になるのが当たり前というふ

うに思い込んでいたのが主な原因でございます。会計課としましても、納品直後に認識はしてお

りまして、印刷業者に再度製本を依頼したところですが、業者のほうには断られました。市内業

者ということや格安ということもあり、無理は言えなかったというのが正直なところでございま

す。次回からは左右均等になるよう強く指示をいたします。申し訳ございませんでした。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 今、原因と理由ということで、市内業者だということでいろんなことがあったかと思いますけ

ども、これは議員も職員の方もしっかり予算を見ていかなくちゃいけない大切なものだというふ

うに認識しておりますので、こちらは絶対再発防止ということで、会計管理者としても次回こう
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いったことがないように再発防止の御検討も含めて、業者とのしっかりしたやり取りをしていた

だきたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 委員長、以上です。すみません、お時間いただきました。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 引き続きまして、会議に入ります。 

 傍聴者はお見えでしょうか。 

議事調査課主事（清本 紫音君） 

 一般傍聴者はお見えになりません。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 当委員会に付託された所管は、建設部と教育委員会の各所管です。 

 審議日程といたしまして、本日、建設部の審査をいたしまして、１６日に教育委員会の審査を

していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

 なお、発議第３号の意見書案についても当委員会に付託されておりますので、よろしくお願い

します。 

 それでは、最初に、認定第１号 令和３年度清須市一般会計決算認定について、所管ごとに歳

入、歳出続けて説明をお願いします。 

 当局。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課長の前田でございます。 

 認定第１号について、建設文教常任委員会建設部所管分の歳入を御説明いたします。 

 決算書の２０、２１ページを御覧ください。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木使用料、予算現額６千５０１万３千円、収入

済額６千４０５万７千８０６円、１節道路橋梁使用料と２節都市計画使用料です。 

 同じく、７目消防使用料、予算現額２５４万６千円、収入済額１７８万５千５５０円、１節消

防使用料のうち建設部所管は庄内川水防センター使用料５８万４千３５０円です。 

 続きまして、２項手数料、１枚はねていただきまして、２２、２３ページを御覧ください。３
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目土木手数料、予算現額７６万１千円、収入済額１０４万２千３００円、１節都市計画手数料で

す。 

 続きまして、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１枚はねていただきまして、２４、２５ペ

ージを御覧ください。５目土木費国庫補助金、予算現額９億３千１３０万７千円、収入済額７億

３千９６３万２千円、収入未済額１億９千１８９万２千円、１節道路橋梁費補助金と、１枚はね

ていただきまして、２６、２７ページをお開きください。２節都市計画費補助金です。 

 続きまして、１６款県支出金、１項県負担金、１枚はねていただきまして、２８、２９ページ

を御覧ください。３目土木費県負担金、予算現額０円、収入済額６５万９千円、１節土地区画整

理費負担金です。 

 続きまして、２項県補助金、１枚はねていただきまして、３０、３１ページを御覧ください。

４目農林水産業費県補助金、予算現額２千７６２万５千円、収入済額２千６２２万５千６５０円、

収入未済額６万２千円、１節農業費補助金のうち建設部所管は単独土地改良事業補助金１千２５

６万円、緊急農地防災事業補助金７８２万１千円、多面的機能支払事業補助金１９０万８千６５

０円、排水機維持管理事業補助金１９３万５千円です。 

 同じく、６目土木費県補助金、予算現額２千９２６万円、収入済額２千９２６万６００円、１

節道路橋梁費補助金から３節土木管理費補助金までです。 

 続きまして、３項県委託金、１枚はねていただきまして、３２、３３ページを御覧ください。

４目土木費委託金、予算現額７０万円、収入済額３万５千５００円、１節都市計画費委託金です。 

 続きまして、１枚はねていただきまして、３４、３５ページを御覧ください。 

 １８款寄附金、１項寄附金、５目土木費寄附金、予算現額０円、収入済額６万円、１節都市計

画費寄附金です。 

 続きまして、１９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金、予算現額９億２千９０万４千

円、収入済額９億２千９０万４千円、１節基金繰入金のうち、１枚はねていただきまして、３６、

３７ページを御覧ください。建設部所管は、都市計画施設基金繰入金２億円です。 

 続きまして、２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、予算現額６億４千８６０万９千円、収入済

額６億４千２０２万５千１５６円、収入未済額１千５２３万５０９円、１枚はねていただきまし

て、３８、３９ページを御覧ください。５節農林水産業費雑入と、１枚はねていただきまして、

４０、４１ページを御覧ください。７節土木費雑入と８節消防費雑入で、５節農林水産業費雑入

のうち建設部所管は、土地改良施設維持管理適正化事業交付金１千８９０万円、８節消防費雑入
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のうち建設部所管は、庄内川水防センター光熱水費負担金６４万３５３円です。 

 続きまして、２２款市債、１項市債、２目土木債、予算現額１４億１千４００万円、収入済額

９億５千９００万円、収入未済額３億２千７００万円、１節道路橋梁債と２節都市計画債です。 

 以上が、建設部所管分の歳入でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 続きまして、建設部所管の歳出を御説明します。 

 決算書６８、６９ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１枚はねていただきまして、７０、７１ページを御覧ください。

３目環境衛生費、予算現額２億１千８６６万１千円、支出済額２億１千５９２万４千２２１円、

８節旅費から、１枚はねていただきまして、７２、７３ページを御覧ください。１８節負担金、

補助及び交付金までです。 

 建設部所管につきましては、市道野田町１号線等整備費１千２０９万１千２００円、市道朝日

貝塚東線等整備費２千４８万２千円、市道野田町舟付１号線等整備費４０１万５千円、一場地区

公園整備費４千９８７万２千９００円です。 

 続きまして、３項上水道費、１目上水道費、予算現額２３２万５千円、支出済額２３２万５千

円、１枚はねていただきまして、７４、７５ページを御覧ください。１８節負担金、補助及び交

付金です。建設部所管といたしましては、名古屋市上下水道局水源施設負担金２２０万５千円で

す。 

 続きまして、６款農林水産業費、１項農業費、１枚はねていただきまして、７６、７７ページ

を御覧ください。４目農地費、予算現額１億１千７１５万８千円、支出済額１億１千５７７万６

千５５９円、７節報償費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、土地改良費

６千６４２万９００円です。 

 続きまして、７８、７９ページを御覧ください。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、予算現額１億７３３万５千円、支出済額１億

６７７万３千７８１円です。１節報酬から、１枚はねていただきまして、８０、８１ページを御

覧ください。１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、繰越明許費繰越事業、地籍
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調査費５３５万７千９４円です。 

 続きまして、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、予算現額１千７８万９千円、支出済額１

千６５万２４０円、１１節役務費から１８節負担金、補助及び交付金までです。 

 続きまして、２目道路維持費、予算現額４億２千８３３万１千円、支出済額３億６千５５８万

９３６円、繰越明許費５千５５０万円、１０節需用費から１６節公有財産購入費までです。主な

ものは、道路維持補修費２億２千９４２万４千２５３円です。 

 続きまして、３目道路新設改良費、予算現額９千６０３万４千円、支出済額６千８９３万９千

５５４円、繰越明許費２千４６４万円、１０節需用費から２１節補償、補塡及び賠償金までです。

主なものは、市道西田中蓮池線等整備費４千３２８万６千１００円です。 

 続きまして、４目橋梁維持費、予算現額２千１０万６千円、支出済額１千９７１万４千５８５

円、１２節委託料から、１枚はねていただきまして、８２、８３ページを御覧ください、１４節

工事請負費までです。主なものは、橋梁維持補修費９６１万７００円です。 

 続きまして、５目橋梁新設改良費、予算現額２千７３９万４千円、支出済額２千７３９万４千

円、１２節委託料です。主なものは、繰越明許費繰越事業、白弓橋整備費１千８００万円です。 

 続きまして、３項河川費、１目河川総務費、予算現額１千３１６万８千円、支出済額１千２６

８万２千３１９円、１０節需用費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、五

条川ふるさとの川管理費７３５万４２０円です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長、どうぞ。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課長の鈴木です。 

 続きまして、４項都市計画費、１目都市計画総務費、予算現額１億６千３３２万円、支出済額

１億６千６５万３千６０７円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なもの

は、都市計画事務費１千１２１万４千２９０円です。 

 ２目土地区画整理費、予算現額２０億８千３４３万９千２５８円、支出済額１６億１千１０６

万７千５３８円、繰越明許費４億７千１９８万６千６６９円、１節報酬から１枚はねていただき

まして、８４、８５ページを御覧ください。２１節補償、補塡及び賠償金までです。主なものは、

新清洲駅北土地区画整理事業費７億６千９０万１千３３１円です。 

 ３目街路事業費、予算現額２千２０５万１千円、支出済額２千１９８万３千６５９円、１０節
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需用費から１６節公有財産購入費までです。主なものは、街路管理費１千９０４万５千３７５円

です。 

 ４目鉄道高架費、予算現額１３億２１６万８９８円、支出済額８億５千６７万６千９２５円、

繰越明許費２億７千４６３万９千８６５円、８節旅費から２１節補償、補塡及び賠償金までです。

主なものは、西市場廻間線等整備費４億６千８２７万６千４１２円です。 

 ５目公共下水道費、予算現額９億９千９４３万１千円、支出済額９億９千８７３万４千１５０

円、１０節需用費から２３節投資及び出資金までです。主なものは、下水道事業雨水処理負担金

４億６千６１３万５千円です。 

 ６目都市下水路費、予算現額４千３１４万１千円、支出済額４千２３３万８千１０８円、１０

節需用費から、１枚はねていただきまして、８６、８７ページを御覧ください、１４節工事請負

費までです。主なものは、都市下水路等整備費２千６２４万４千４６０円です。 

 ７目公園費、予算現額１億９千６７３万３千円、支出済額１億９千５１６万６千９６１円、１

０節需用費から１４節工事請負費までです。主なものは、都市公園管理費１億７８３万５千３０

７円です。 

 ９款消防費、１項消防費、１枚はねていただきまして、８８、８９ページを御覧ください。４

目防災対策費、予算現額８千８４万６千円、支出済額７千２８６万５千３００円、１節報酬から

１８節負担金、補助及び交付金までです。そのうち建設部所管は、庄内川水防センター管理費４

０８万５千８７４円です。 

 建設部所管分の説明は以上です。御審議のほどよろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ただいまから審議に入るわけですが、質疑者あるいは答弁者は必ず挙手をしていただき、指名

の後、名前を名乗ってから、質疑、あるいは答弁に入っていただきますようお願いいたします。 

 なお、質疑についてはページごとに行います。 

 それでは、歳入の２０、２１ページ、質疑のある方、挙手をお願いします。 

 ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは、２２、２３ページ、よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ２４、２５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 では、２６、２７ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。  

土木費国庫補助金で、２６、２７ページの都市計画補助金のうち収入未済額が１億９千１８０

万円ほどございますけども、この収入未済額になった経緯と、今後どんな影響があったのかだけ

説明していただけますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課の前田です。 

 経緯につきまして、収入未済額は、一応、まちづくり課所管分と都市計画課所管分がございま

して、まず、まちづくり課の所管分が社会資本の整備総合交付金、市街地整備事業のうち８千９

２１万円が繰り越し、踏切道改良事業補助金が西市場廻間線で５千１１６万２千円、下本町丸の

内線で３千３５万９千円が繰り越しております。内容につきましては、地権者交渉に不測の日数

を要したことにより、年度内の完了は困難ということで、繰越しをして事業完了を目指しておる

ということでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 御説明をお聞きすると、いわゆる高架事業に伴う用地取得とかの関連のことで、不測の日数と

いう形で一応繰り越した。ということは、今後この分はどこかで収入としてきちっと確実に入っ

てくるということがあるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 この収入未済額につきましては、本年度、令和４年度に国庫補助金として入ってくる予定でご

ざいます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 次のページに行きます。 

 ２８、２９ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ３０、３１ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ３２、３３ページ、よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ３４、３５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ３６、３７ページ、よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ３８、３９ページ、いいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ４０、４１ページ、よろしいですか。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 度々すみません、飛永ですけども、土木債に１の道路橋梁債と都市計画債それぞれ５千万円、
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２億７千７００万円、これは収入未済になっています。これも今、多分、前田さんとこの関係の

ものじゃないかなと思うんですけども、軽く御説明だけ、すみません。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。 

 こちらの金額につきましても、先ほど御説明させていただいた国費の裏の市債部分の、それぞ

れ新清洲駅北土地区画整理事業費が９千５００万円、西市場廻間線が１億３千２００万円、下本

町丸の内線が２千４００万円分の起債分の額が繰り越しておるという状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで歳入のほうは終わります。 

 続いて、歳出のほうです。 

 ６８、６９ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ７０、７１ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ７２、７３ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ７４、７５ページ、ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ７６、７７ページ、よろしいですか。 
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（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ７８、７９ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ８０、８１ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 ８０、８１ページ、備考欄の地籍調査費、主要施策は２５１ページ、２５２ページであります。

これは国庫補助を受けて地籍の調査と確定をして、災害時や復旧事業にも寄与できるような体制

づくりをしていく、ということを目的で進められておることと思いますけども、まず、１個聞き

たいのが、蓮花寺地区で行ったようですが、繰越しになってしまっているのはどういった背景が

ございましたか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 繰越しにつきましては、まだ境界が決まってない方がお見えになりまして、その関係で繰越し

をさせていただきました。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 地籍調査をするために境界の確定に関しては、それぞれの主張がぶつかるということが多くあ

ると思います。これは官民を先に確定しないと民民が決まらないというような状況の中でやって

いるんじゃないかなと思いますけども、また、市内は、市民の方がここのエリアをやってくださ

い、というふうに手を挙げて初めて進められるものであるというのは聞いておりますので、トラ

ブルの多いところはすぐ手が出せないということになると思います。今、申しました官民の境界

が確定した場合、例えば、官民というと道路と私有地、用水路と私有地という形になると思いま
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すが、例えば、用水路だと用水路の真ん中に境界が来ちゃうとか、ちょこちょこ聞いとるんです

けども、そういう場合はそれで確定してしまうのか。あと当然、道路も用水路も維持管理が伴っ

てきますので、どうするのか。また、これは譲らないという話になった場合に、公共用で使った

ものに対しての固定資産の課税はどうなるのかという、今、３点、４点ありましたが、お答えい

ただけますでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 まず、今の水路等のところの境界につきましては、今、手元に資料がございませんので、また、

後ほど調べさせてもらってお答えをさせていただきます。 

 民民、官民でもそうなんですけど、境界が決まらないことはよくありますので、そういった場

合はどうしても不調となってしまって、筆界未定ということでなります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 指定しているエリアの所有者の皆さんがスムーズに同意してっていうことはなかなか難しいこ

とになってくると思うんです。例えば、民民でも官民でもそうですけども、所有者の方が認めな

いとなった場合は、その後、そこだけ地籍測量図ができないとか、そういう状態で地籍調査業務

は終わっちゃうものなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 先ほどもお話ししたように、不調になりまして、筆界未定となりますと、今の法務局に備えつ

けてあります公図というものがあるんですけど、その公図のラインがない状態で決まります。今

後、さらに決まっていくことはあるんですけど、今の地籍調査といたしましては、筆界未定とい

うことで公図のほうにも線がないような状態で終わるということになります。 
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 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 その場合、未定になってしまっても、多分、固定資産税の課税に関しては公簿課税で、例えば、

その方が売買する場合、境界確定しなきゃいけない場合は、その方が自費で行わなきゃいけない

ということになるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 委員のおっしゃるとおり、個人の負担で確定をしていただくことになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これは調査の最中に所有者の方にそういう説明はされるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 もちろん地権者の方にもお話はさせていただいております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永ですけども、しっかり御理解していただいた上でこういったことを進めていただければ、

より災害とかそういったことに関して、起こったときにスムーズな対応に寄与できると思います
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ので、市内全域まだまだこれからたくさんあると思いますけども、しっかり取り組んでいただく

ようによろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ほかに。８０、８１ページ。 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 橋梁維持費のところでお伺いいたします。 

 主要施策が２５７ページです。 

 長寿命化ということで、現在、新川小橋のことをやられてると思うんですけども、具体的な長

寿命化ということの工法だったりだとか、どういった形の事業になるのかという御説明をまずお

願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 新川小橋につきましては、令和２年度に橋梁点検を実施しております。令和３年度に詳細設計

を行いまして、令和４年、５年度に本体の橋の橋脚に補強の鉄筋を巻き立てまして、そこにコン

クリートを吹き付けて補強をする工事を施工する予定でおります。今年度につきましては既に工

事発注をしており、右岸側の橋脚を施工していきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 今、橋脚のことを言われてはいるんですけども、今回のこういった長寿命化の件で歩道だった

りだとか、そういったことのあたりを触るだとか、そういった計画というものは現状どんな感じ

なんでしょうか。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 歩道の部分につきましては、上部のところ、歩くところのタイルがかなり悪くなってきており

ますので、その部分の取替えを考えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 上部のタイルの張貼り替えということだったんですけども、歩道の橋の下のところにあるんで

すが、支えるコンクリートの支柱ではないんですけど、そういったものが水位が上がってしまう

と水等々がそこに当たってくるかもしれないということを懸念されるんです。こういったことは、

あえて触らないというような認識でよろしかったですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 今のところ、歩道の部分の下の橋脚というか、その部分につきましては、今回の修繕の中には

入っておりません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 しっかりと進めていただきたいというふうに思うわけですけども、また、枇杷島の仮橋の件も

ありますので、その整合性を併せて、新川小橋は大事な橋ですので、計画どおり進めていただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 あと、よろしいですか。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 度々、飛永でございます。 

 道路維持費、主要施策の２５３ページになります。 

 道路のストック点検の計画を立てて、維持管理の工事を行って、これに加えて鉄道自由通路と

枇杷島の橋の架け替えに伴う雨水管の工事もいろいろ取り組んでおられとるところでございます。

このストック点検費は、計画を策定して国に提出すると国庫補助がちゃんとついて、維持管理工

事費に充てられるという内容におおむねなっておると思うんですけども、道路ストック点検の計

画というのは何か年かにまたがって策定される計画なんでしょうか。それとも単年度でしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 ５年の舗装修繕の計画を策定しております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 分かりました。５年の計画に基づいて、たしかこれは道路の路線が３つぐらいに分かれていて、

使用頻度の高いものから優先的に直していくという形で進めておられると思います。これはＬＩ

ＮＥを使って通報ができるようになってから、結構、私もちょくちょく通報させていただいて、

小修繕なんかはすぐやってくださるんで非常にありがたいんですけども、大きく痛んでるとこな

んかは計画をきちっと立てた上でそれなりの予算を取ったりとか、通行止めもしなきゃいけなか

ったするので、そういった路線はそういった路線で計画があって、定期的なメンテナンスという

ような考え方で、いわゆる事前にやっていくというような計画になっていたりするんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 まず、１、２級とその他の路線に分かれておりまして、１、２級の路線は５年に１回、点検を

実施しております。その他の路線につきましては、１０年に１回の実施になりますので、今のと

ころ、平成２６年から道路ストック点検を行っておりまして、１、２級の路線は既に２回実施し

ております。その他の路線はまだ１回目の実施中です。もちろん１、２級の路線のほうが通行量

も多いものですので、そちらのほうを重点的に修繕しながら、その他路線も悪いところから順番

に直すようにしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。 

 次に角度を変えてなんですけども、私の住んでる朝日のエリアなんかは、特に、春日のほうも

あると思うんですが、以前に諸先輩は土地改良区として道路を通してくだって区画整理を行いま

した。 

 特に、朝日のインター周辺なんですけども、市街化区域に編入されて、工場、倉庫をたくさん

建てていただいて法人税の収入が増えました。こういった形で税収が増えたりとかということの

投資と転用をやられたわけです。基本的には、土地改良区の道路というのは農道仕様の構造にな

っておりまして、記憶に新しいところですと、斎苑を建設したときに、そこの斎苑につながって

いる土地改良区の道路が今後使用に耐えられない状況にある可能性があるということで直してい

ただきました。現状は清洲東インターの周りの道路って非常に傷んでおりまして、道路が傷むだ

けでなくて、農地も混在しておりますもんですから、道路に接している用水路も土が抜けたり、

土留めの板が壊れたり、そこからまた土が漏れて抜けていって道路の表面が下がったりというこ

とがあります。こういったことに関しての計画的な修繕とか、何か調査としたとか、今後どうす

るとかって、そういったものが何かあれば教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 
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土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 先ほどもお話ししました、まずは道路ストック点検というものが元になってきまして、最近で

は道路の空洞化で陥没の事故等も報道されてあります。そういったことで路面下空洞調査という

ものもあるんですけど、今のところ市の土木といたしましては、そこまでの予定はしておりませ

んので、今後そういったものも必要になってくるのかなとは思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 先日もＬＩＮＥで、ボックスカルバートが埋め込んである道路のところの土が抜けて、表面に

５センチぐらいの穴が空いておって、ほじくったら５０センチ四方ぐらいの空洞ができとったと

いうことで、市内で特に清洲周辺はもともとそれなりの地盤のところに道路ができておるので、

空洞調査とか、今、ありますね、非破壊の車が走って調査するとかっていうものがあったりしま

すね。周辺道路ではアスファルトの表面が紙にしわが入るように、ズルズルッと外にずれたりと

いう部分もあったりします。空洞調査や何かはできたら１回さらっと危険を感じるところ、特に

インター周辺のもともと土地改良区の道路だったとかいうところやなんかは、どこかできちっと

プラン立てしていただいて、安心・安全に使える道路を準備していただければなというように思

いますので、これは要望しておきます。よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 今、飛永委員と同じところで、道路の管理費ということで、今、ＪＲの駅前の土地区画整理事

業が当然進捗していってるわけなんですけれども、実はパロマだとか、クロレッツですか、そこ

の前の道路というものがトラック等々の往来もあって非常に傷んでるような状態が続いておりま

す。歩道と車道というのは当然分かれているわけなんですけども、ちょうど雨が降ったりだとか、
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自転車だとかが傘を持って通行されるときに、道路のくぼみというか、そういったものを避ける

ために車道のほうへどんどんどんどん出てきちゃってるような状態が続いておりまして、駅前に

向かう際に非常に危険だなというふうに感じておりまして、ここの道路修繕等の計画だとか御予

定だとか、そこをお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 今、委員の言われましたパロマの横の道路なんですけど、今年度、今のＪＲ側の路線につきま

して舗装の工事を予定しておりまして、既に工事を発注しております。９月の来週、２３、２４、

２５日で工事をする予定で進めております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 あと、いいですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。度々ですみません。 

 街路灯費、主要施策２５５ページです。 

 これは市内の街路灯全てをＬＥＤ化にした機器をリースにして、メンテナンス事業を併せて市

内の業者に仕事が落ちるようにということで、こういった事業を進めていただいておると思いま

す。これは多分スタート当時に街路灯の数を調査して、これだけやりましょうと決まっていると

思いますけども、その当時の数と年度が過ぎていくに当たって御要望が入ったところは、新設す

るに当たってこっちのリースに入れているか、まるっきり新設で建てたかって、多分２つに分か
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れると思うんです。結果的に現在リース分が何灯で、新設した分が、新設というより清須市の所

有になっている分が何灯か、これは分かりますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 まず、リースの本数につきましては、５千６２８本がリースのＬＥＤの本数になります。それ

が平成２９年３月１日から期間がなっておりまして、それ以降２１０本新設しております。この

２１０本につきましては、リースの中には入れずに土木課が管理しております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 この事業、年間で決算額を見ると５千３６０万何がしの金額になっておって、この金額になる

前は、街路灯費としては年間たしか電気代と維持費で１億円から１億１千万円ぐらいかかってい

たものがこういう形になって、電気代も今、助かっておるということになっておると思います。

今お話があった５千６００本猶予のＬＥＤのリース、これは多分何年後からリースアップが来て、

その後、所有権が清須市に移ってくると維持管理の仕方が変わっていくのか、この辺はどのよう

にお考えか。いつリースアップが到来して、その後の維持管理計画て、今、立てていらっしゃる

かどうかだけお聞きしておきます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 まず、今のＬＥＤのリースの期間が平成２９年３月１日から令和９年２月２８日までの１０年

間となっております。このリースの期間の終了後は、ＬＥＤの灯具は市へ譲渡されますので、そ

のまま市の管理物として管理をいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 ＬＥＤとはいえ、１０年経過したものの経年劣化というのは認められてくるようになってくる

と思うんです。１０年経過後に劣化してしまった部分に関しては、その都度交換というようにな

るのか、それともどこかでこの事業のように例えば一括してリースをかけて、将来の経年劣化リ

スクに対して全くガラッと新しくするという方法もあると思うんですけども、こういったことの

御検討はどんな感じになっているのでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 ＬＥＤ化が終わってますので、その先の補助とか、そういったものは難しいと思いますので、

その後につきましては、悪くなったものから修繕をしていくということで今のところは考えてお

ります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これで街が明るくなったと、皆さんいろいろうれしいお声をいただく中で、防犯上も、設置し

た年度から空き巣被害がちょっと減っているという情報も得ているので、引き続き、しっかり管

理していただくことと、市民の皆さんから、暗いですよっていうお話も聞くと思うので、引き続

き、防犯に寄与できる街路灯維持事業を進めていただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ８２、８３ページ。 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 
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 大塚です。 

 空家解体促進費補助金というところでお伺いいたします。 

 主要施策の２６５ページになります。 

 こちらに補助件数ということで、１１戸ということが内容として明記されているわけですけど

も、こちらの地区の中に特定空家等に認定された案件というものはあったのか、なかったのか、

まずお伺いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。 

 この１１軒の解体件数の中で、特定空家と認定されていたものについては２軒ございました。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 ２軒ということで、工事に係る費用というものを当然助成するわけです。こちらというものは、

市民の皆様には広報であったりホームページであったり等々で周知はされているかとは思うんで

すけども、解体する業者だとか市内業者も含めてなんですが、こういったことを業者のほうに促

しながら、市民の皆さんにも啓発というものも必要になってくるんではないかと思うわけです。

こういった業者に対しての周知だとか、普及啓発ではないんですけど、そういったことをやられ

ているのかどうかということをまずお伺いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 今おっしゃったとおり、令和３年度の場合ですと５月と９月に広報に載せておりまして、また、

窓口でのパンフレットの配布ですとか、一番多いのは、当然、空家の所有者の方にこういった制

度がありますよということで、直接御活用いただいて、何らか対応をしていただきたいというお
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願いをしております。 

 同時に、今おっしゃられましたように、業者のほうにも当然相談がありますし、なかなか住民

の方ではこういったことに慣れてみえないもんですから、よければ業者と直接、市が話しますと

いうことで、制度なり申請なりの話も説明はさせていただいております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 今、直接ということも、業者のほうにも、ということで進めていただけてるなというふうに思

うわけです。これは令和３年ということなんですが、今年度ではないんですけども、こういった

特定空家だとか認定された案件というのはありますでしょうか。分かる範囲で結構なんで、お教

えください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 今年度８月に空家の認定の協議会のほうを行っております。その際に、５軒の案件について認

定のお諮りをさせていただいたんですけど、そのうちの４軒が委員の方から特定空家として認定

をしていただきましたので、今後はその４軒を重点的に解体していただけるように努めていこう

と考えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ぜひ、お願いいたします。 

 今、補助限度額というのは２０万円ということで、しっかり補助額をつけていただいていると

は思うんですけども、今後、空家だったりとか、国・県だとかの補助要綱も含めて、市のほうで

そういったものを利活用して、この額が少しでも増えるということは、そういう空家解体だとか
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もより進捗していく方向になるんではないのかなというふうに私、思うので、そういったところ

も踏まえまして、しっかり御検討をしていただくことをお願いします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 久野委員。 

久野 茂委員 

 久野です。 

 一番下の区画整理費についてお尋ねいたします。 

 今、市内で４か所、区画整理が行われていますよね。春日地区２か所と清洲地区２か所、それ

ぞれの進捗状況をお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。 

 まず、新清洲駅北土地区画整理事業の進捗率について御報告させていただきます。 

 事業費ベースになるんですけど、全体の事業費ベースで令和３年度末で８０．４％が完了して

おります。あと、建物等がございますので、移転につきましては全体５５戸、地区内にございま

すけど、そのうち令和３年度末で４７件の移転が完了しております。 

 まちづくり課からは以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 その他の進捗についてですが、春日学校橋西土地区画整理事業につきましては、おおむね事業

が完了しておりまして、１件、補償の関係で長引いておりましたが、その件も解決しております

ので、できるだけ早い段階で早期の解散に向けて努めておるという状況でございます。 

 もう１つは、春日新橋西土地区画整理事業につきましては、こちらは事業費ベースですが、進

捗率で９１．９％でございます。こちらについても、一部移転補償で難航しとった案件がありま

したが、それもおおむね見通しが明るくなってきましたので、それ以降、街区道路の築造ですね、
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そういったものが今後進んでいくという形でございます。 

 最後に、清洲駅前の土地区画整理事業につきましては、進捗率で事業費ベースで４１．４７％

でございます。こちらにつきましても、まだ保留地等の販売は始まっておりませんが、道路築造

や埋蔵文化財調査等を実施しておるというような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 久野委員。 

久野 茂委員 

 久野です。 

 ありがとうございました。 

 それで、今、一場の東ですか、清洲中学校から北のほうに区画整理に向けて準備が進んでいる

ってお聞きしているんですけど、今どこまで話が進んでいるかお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 今現在におきましては、まだ正式に区画整理組合は立ち上がってはおりません。予定としまし

ては、令和９年度に組合が立ち上がるように、今、発起人会ですね、世話人の方たちで調整を進

めておるところでございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 久野委員。 

久野 茂委員 

 組合員じゃなくて地権者とか、やる面積は分かりますか。まだ、分かりませんか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 面積につきましては、約１８．５haになります。 

 地権者の件数になりますが、１８０件の地権者の方で、約８８％の同意が得られておるという
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状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 久野委員。 

久野 茂委員 

 ありがとうございました。 

 新清洲駅北の区画整理のことで１点伺います。 

 前回の全協のときに、西市場助七線から新清洲駅に向かって１８メートル道路が今月の３０日

１０時に開通って説明がありましたよね。それで、開通した時点で既存の今ある道路はどうなる

んですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。 

 今ある既存の駅前線につきましては、一応、今、県道なんですけど、そちらが降格して市道管

理になって、今ある助七西市場線に抜ける道は車両は通れなくなりまして、今ある１８メートル

の道路に付け替えということになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 久野委員。 

久野 茂委員 

 車は駄目で、人とか自転車は通れるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 まちづくり課、前田です。 

 人につきましては、一応、道路上はつながっておりますので、通って通れんことはないという

状況でございます。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 今の道路の話なんですけど、ロータリーを造ったところに９月３０日で供用開始になるという

話で、そうすると、今、説明された道路って、その道路の、東に今ある道路の既存の道路のこと

ですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。 

 先ほどお話しした内容の道路につきましては、今、委員が言われたように、東側の県道になり

ます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 分かりました。 

 この関係で質問を変えさせていただきます。 

 主要施策でいくと２７０ページ、新清洲駅前に関してです。 

 決算額として７億６千万円、めくると繰越明許で４億８千万円、この１年度で１２億円ぐらい

のお金が決算額で出ていっていると。たしかこれは途中で２０億円増やして全体として５０億円

ぐらいの事業になったと思うんですけども、前年度ということは、全体５０億円とすると、２４．

５％使ったということになるんですが、この８０％の進捗に向けて令和３年度は結構進んだとい

う認識でいいんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 
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 事業の進捗につきましては、当初計画の中で進めておりますので、事業が特段進んでおるとか

遅れておるとか、あまりそういうのは関係なく、事業費主体でやっておりますので、予定どおり

ということになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。あと、財源内訳を教えていただきたいんですが、地方債が２７０ページだと３

億３千２００万円、２７２ページだと４千２００万円の地方債の発行があるんですけども、地方

債の発行額の累積額って何か書類としてオープンにされているんですか。例えば、全体の貸借対

照表だとか、そういったものってどこかでオープンにされているんですか。僕は不勉強で申し訳

ない、分からないので。この事業に関する収支とかっていうのはどこかで見られるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 当初の事業計画上は一応お示ししとるんですけど、年度年度で幾ら使われてというのは、予算

上は上がってきとるのを累積するしかないという状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 ５０億円の足が出なけりゃいいということなのか、また、資金の調達の仕方が債権なので、完

成後に清須市の市民の税金から返還をしていくという格好になるんですか。中身って見せる必要

ないとか、あるとか、どうなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 まちづくり課、前田です。 
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 内容につきましては、１０億円拡張はお示ししておりまして、今現在、令和３年度までで国庫

支出金が約１６億円、県費が約１億３千万円ぐらい、市債が１３億４千万円ぐらいで、その他が

７億４千万円、あと残りが一般財源ということで管理して、今後につきましても、国費について

は金額は大体決まっておりますけど、市債とか、その他の基金とかにつきましては、今後、財政

課と協議しながら、なるべく有効に活用できる予算について活用しながら事業は進めていきたい

と思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 これは計画どおり国費も補助金が予定どおりの金額がついて、それを受けて必要な市債を発行

して順調に進捗しておる、という理解でよろしいですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 まちづくり課、前田です。 

 国費につきましては、事業費の中で国費が充てられる部分について、充てた部分の予算執行し

かしておりませんので、頂ける国費については全額頂いて、それについて起債等を充てている状

況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 全体の収支を確認させていただいた上で、またお聞きしておきます。 

 もう１点だけ教えてください。 

 財源内訳のその他というところが、２７０ページは９千８００万円で、２７２ページに至って

は３億円とあるんですが、その他というのは基金の取崩しですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 まちづくり課、前田です。 

 こちらにつきましては、都市計画基金のほうになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 皆様待望の事業であることには変わりないですし、年数が高架に合わせてということになって、

まだかなり２０年ぐらいかかる事業だと認識しておりますので、長い間、進捗度合いとか何かど

こかで、市民に分かりやすくオープンにできればいいのかなというように思います。いずれにし

ても、全体の事業費の地方債で賄っていく形になると思うので、理解が幅広く及ぶような説明を

どこかで必要なんじゃないのかなという気がしております。また、不足した分を基金から入れた

りしていろいろやりくりはされとると思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

 次は戻って、２６５ページ、さっきの空家の話ですね。決算書は同じ８３ページですけど、空

家の対策に関して、この決算書の令和３年度から都市計画課に移管をされておると思います。防

災行政で進めるよりは、多分どこの自治体も都市計画が主体となって空家の対策をしっかりする

都市計画をということで進んでおると思います。令和３年度の議事録は見させていただきました

が、令和４年度になってからは、いわゆる空家の審議会において方針とかそういったものをまだ

あまり見てないんですけども、これは令和３年度の計画に沿ったものを今、進捗をさせていると

いう認識でよろしいでしょうか。また、今年度は何か審議会で行ったんでしょうか。今、大塚委

員の質問でありましたけども、それを教えていただきたいと思います。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 令和４年度につきましては、８月に協議会を実施しております。ただ、これは今年度非公開で
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行っております。理由としましては、特定空家の関係ですと、相続の問題とか個人の情報がかな

り飛び交う内容になってまいりまして、過年度におきましても、令和３年度とかでも議題に空家

等対策計画の改定とか、そういったものがありまして、一部公開という形でやらせていただいて

おります。その際も最初の議題でそれが終わりましたら、ほかの傍聴者の方には御退室をいただ

いておるというふうに今までやっております。今回はそういった公開できるものがありませんで

したので、議題の内容としましては、過去の特定空家として認定していた案件の進捗状況と、令

和４年度に新たに先ほどお話しした認定についてお諮りした５軒の内容でございましたので、そ

の件について審議をしていたということで、計画の内容については、委員が今おっしゃられたと

おり、何か変化はあるかということは特になく、予定どおり進めております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 空家という定義がどういう定義かということもあるんですけど、前の防災行政のときに市内の

空家を調査員の方を使って、いわゆる空家と思われるものを何軒か当時挙げたと思うんです。現

状、市内の空家と思われる軒数と結果的に認定した空家の軒数とその後の処分を改めて確認させ

てください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 過去、防災行政課のほうで市内の特定空家を調査して、それ以降、その台帳を管理しておりま

して、当然、皆さんいろんな御事情があって、空家だったところに住まれた方とかもあって増減

はあるんですけど、今年度当初で空家として台帳に把握しておる軒数は約２１０軒ほどございま

す。これも本当にしょっちゅう数字が変わっていってしまうんですけども、ただ、空家が決して

悪いわけではなくて、管理してある空家については特段問題はございませんので、それはもちろ

ん私どももパトロールを行いながら、市民の方の情報なども入れながら、その状況は常に把握は

しております。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 今、管理してある空家というふうに認識できるものということに関して、これは所有者さんと

直接やり取りができているとか、できてないとかということは関係ありますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 近所の方とかもあるんですけど、住んでる、住んでないというのは、ある程度は判断はできる

んです。電気メーターが止まってるとか、いろんなことがあるんですけども。その中で私どもと

しては特段空家があっても、近所の方も、住んでなくても別に草が繁茂してないとか、建物が倒

壊しそうだとか、窓ガラスが割れとったりすると火をつけられたり、泥棒や動物が入ってきても

いかんということで当然通報はいただくんですけども、そういうのがなければ必然的に近所の方

も通報とかもしてこないので、ただ、空家だということで把握だけはしとるだけの状況になりま

す。 

 ただ、どうしても私ども以上に隣の方なんかは、少し変化があれば教えていただけることもあ

るので、そういう場合は速やかに見て、所有者の方に連絡をして、文書なり口頭なりで、直接お

じゃまするなり、そういったとこで管理をお願いしますということで通知等はさせていただいて

おります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 何年か前に火事になったところもあれば、空家だと思ってたら雨で倒壊して中で人が亡くなっ

たとかいうことがございました。これは都市計画課の責任かというと、そういうわけにもいかん

と思うんですけども、空家の管理って防犯上、防災上もすごく大事なことです。空家対策で安

心・安全という部分の裾野がもうちょっと広がるような施策を、管理の在り方とか、市民の方と
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の連携の取り方とかといったものも、今まで以上に地域の安全に向けて取り組んでいただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 山内委員。 

建設文教常任委員会副委員長（山内 徳彦君） 

 私から、都市緑化推進事業補助金についてお伺いさせてもらいます。 

 主要施策の２６８ページなんですけれども、今回、西枇杷島中学校でやられたということです。

これは１年間に何校までとか、幾らまでとか、そういった制限はあるのでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 こちらにつきましては、県の事業になってまいりまして、西枇杷島中学校のＰＴＡが２９９万

円とありますけど、上限３００万円というところで実施をしております。これは毎年、例えば、

令和２年度であれば新川中学校ですとか、まず小中学校などの緑化などを中心に充てているとい

うものでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 山内委員。 

建設文教常任委員会副委員長（山内 徳彦君） 

 これは１年度３００万円までとか、そういう枠はないのですか。 

建設文教常任教委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 そうですね、どうしても県の枠があるもんですから、通常、学校とかそういったところのいわ

ゆる市民参加緑づくり事業というものについては３００万円、緑のまちなみ推進事業というもの

ですね、もう１つの個人のお宅なんかをやったりするもんですけど、こういったものは上限２０
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０万円というところで予算立てして事業は進めております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 山内委員。 

建設文教常任委員会副委員長（山内 徳彦君） 

 今年度は申請というのはもう来ているんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 本年度、市民参加緑づくり事業のほうにつきましては、まだ確定はしてないもんですから、市

内のどこかの小中学校にもう１校お願いできないかなというふうに思って、今、動いております。 

 また、もう１つの緑のまちなみ推進事業という個人宅のものについても、もう既に１件お話は

来てまして、お庭の緑化ということを進めていただくということで、県の許可も下りておるよう

な状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 山内委員。 

建設文教常任委員会副委員長（山内 徳彦君） 

 山内です。 

 この申請はＰＴＡから、それとも学校から、どちら側からするものなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 こちらはなかなか事業をどう進めていいか分からないということもあるので、私ども役所のほ

うからお声かけはさせていただいておりますが、主体としてはＰＴＡを中心にやったりする形に

なります。 

 以上です。 



－35－ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 山内委員。 

建設文教常任委員会副委員長（山内 徳彦君） 

 山内です。 

 ありがとうございます。 

 各校、経年劣化というか、緑地がかなり荒れている学校が多いので、ぜひ市のほうからお声か

けいただけるようにお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 都市計画費からお伺いいたします。 

 主要施策２６３ページになります。 

 この中で用途地域等変更図書作成業務ということで、今後必要となる用途地域の変更について、

必要な検討資料を作成することができたというふうに書かれておりますけども、令和３年度の変

更された地域等、詳細をお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 令和３年度の用途地域の変更業務の内容につきましては、こちらは令和２年度から２か年で実

施をしておりますが、地区といたしましては、清須市役所庁舎の周辺と、あともう１つ、ＪＲ清

洲駅の周辺、この２か所になります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 



－36－ 

 今、２か年でということで、当然、令和４年度、５年度にかかってくるかと思うんですけども、

令和４年度、５年度で変更を目指すというか、変更を考えてるというところがございましたら、

そちらのほうも御説明をお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 本年度と来年度、２か年で新たに２地区計画しております。１つ目がＪＲの枇杷島駅の周辺及

び名鉄西枇杷島駅付近ということで、西枇杷島の駅の周辺一帯が１つと、もう１つが西清洲ポン

プ場の周辺ということになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 こういったことも周知をしていただいているんですが、何せ２か年ということでタイムラグが

あるといけないので、変更されたときというのはきちっと周知のほうをどうぞよろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 今のところですね、２６３ページなんですけども、教えてください。 

 （２）のところに今後予想されるリニア中央新幹線の整備や地域ニーズに対応するためってあ

ります。昨日たまたまニュースで、ＪＲの社長と静岡県知事がお会いになって、進捗は何もなか

ったということで、２０２７年の開業も難しい状況の中で、逆に言うと時間ができておるんです

けども、このニーズに対応するための用途地域等変更というのは、あまり具体的には言えないと

思うんですが、どんなイメージでやられとるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 イメージということで、まず、都市計画マスタープランのほうでも当然位置づけが必要になっ

てくると思うんですが、御存じのとおり企業誘致課ができまして、企業を誘致して工業系の用途

として開発していこうと考えている地域と、今、農地になっているようなところでなかなか後継

者の方がいなくて、どういうふうに土地利用していこうかというようなとこで、農業集落が在中

している地区と言われるような場所ですとか、そのほかにもまだ調整区域で一部残っているとこ

ろですね、そういったものを具体的にどういった形にしていくかというところで、ある程度、今、

事業が動いていくであろうというところには、当然、それに合った用途にしていく必要がありま

す。今後、リニアインパクトということで、清須市も名古屋市のほうに隣接まちとして、追随し

ていくような形で発展できるような都市計画というのを用途地域の変更をもって実施していく必

要があると思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今、非常に頼もしい答弁が幾つもあって僕はびっくりしとったんですけども、ＪＲ枇杷島駅は

名古屋駅から乗って４分という、ものすごく超優良立地になっておるとこの土地の活用というの

は、よくよく情報を得た上で、名古屋駅周辺はかなり駅前開発をやるんですね。なので、そうい

ったことも受けながら、今よりさらに有効利用をして税収が増やせるというようなことになって

いけばいいなと思っておるのがまず１点。頑張っていただきたいなというのが１つ。 

 もう１点が、今の農地の集約というお話がありましたね。これもなかなかできるようでできな

くて、産業課の課長もこの間、そういうような感じのことを答弁されとったんです。都市型農業

の在り方ということをこの都市計画の中でも考えることができるんじゃないかなというふうに思

っていた矢先に今、言われたので、今、具体的にはなかなか難しいでしょうけども、同僚議員か

ら、例えば、農福連携のための農地が必要だったという話もあったりしました。ただ単にどんど

ん市街化を進めていくということは、人口減の中で結構矛盾する話になるので、これから区画整

理をやって宅地の供給なんかも進んでくると思うんです。マクロで見ると矛盾がしているので、
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こういったバランスをどういうふうに取るかということを、ほかの企業誘致課とか連携を取りな

がらしっかり議論をして、市民に見えるテーブルの上で議論があればいいなと思っております。

ぜひ、こういったことを前向きに御検討いただければと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 質疑の途中ですけど、ただいまより１０分間休憩いたしますので、よろしくお願いします。 

（ 時に午前１０時５２分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時０５分 再開 ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ただいまより建設文教常任委員会を再開いたします。 

 最初に、土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 先ほど飛永委員の質問に対してお答えできなかったことについてお答えさせていただきます。 

 地籍調査の中で、水路の中とか道路の中とか、そういったところの境界を確定したところはあ

りますかというところで、実際、春日地内において、赤道のところと民地の部分を既に道路認定

している場所がございまして、そういったところは地籍調査によって今の道路の部分のところを

境界確定させていただいて、分筆をして、その部分、寄附をいただいております。寄附がいただ

けないところも固定資産の減免はさせていただいております。 

 以上になります。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 次、８４、８５ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今の前のページ、民間ブロック塀の話だけ教えてください。 

 主要施策の２６０ページ、数年前に地震によって学校のプールのブロックが大阪で倒壊をして、

小学生の女の子が亡くなったということを受けて、清須市でも公共施設のブロック塀なんかを全

部点検をして、公共施設に係るところは全てブロック塀撤去なり補強が済んでおるという認識で

ございますが、これは民間ブロックでございます。当時、ブロック塀の総延長を調べたのか、危

険なブロック塀ということで調査したのか、うろ覚えなんですけども、令和３年度は１２４．６
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４メートルを申請に伴って補助金を出して危険なブロック塀が撤去できましたということだと思

うんですが、こういった全体の、今申し上げた進捗を教えていただければと思います。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 令和３年度のブロック塀に対する対応につきましては、８月頃に、過去から県に報告しとった

危険な市内のブロック塀のリストの中で、県のほうからのフォローアップもありまして、その一

部、危険なブロック塀を３０件ほどリストアップしまして、通知ですとか口頭でのお願いをする

ような形で撤去に向けてお願いしました。そのうち３件が通学路のところで撤去をしていただく

こともできましたので、進捗はしておるかなというふうに思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 市民の方にも御理解が広がるような周知なり何なりしていただいて、安全な環境確保に努めて

いただければと思います。 

 よろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ８４、８５ページ、よろしいですか。 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 街路費ということでお伺いいたします。主要施策の２７３ページになります。 

 都市計画道路の維持管理を行ったということで、最後になりますけど、枇杷島駅前線というこ

とで書かれているわけですが、こちらのＪＲの枇杷島駅の広場の管理というものはこちらで聞い

てよろしかったでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 



－40－ 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 ＪＲ枇杷島駅のほうは東口、西口とあると思うんですが、東口が警察署があるほうになります。

東口の駅の広場の一部は都市計画課が管理という形になっておりまして、線路沿いとかに一応認

定道路もありまして、土木課のほうの管理となります。あと西口のほうにつきましては、ロータ

リーも含めて土木課の管理になります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 今、御答弁をいただきましたけども、実は東口、西口のロータリー広場も含めて、多分、都市

計画課、土木課も含めて現状をよく把握されとると思うんです。これは何かといいますと、多分、

スケートボードだとかがＪＲだけではないんですけど、頻繁に利用されているということで、ベ

ンチ等々も含めて、いろんな箇所というのが修繕をしなくちゃいけないような形になっていると

いうのは目に見えて分かると。それで、啓発等々もしていただいている中なんですけども、修繕

ということになりますと、２つの課で担って税金ということになってきます。景観が悪くなって

しまうということもありますので、これは難しい案件かもしれないですけども、そういった規制

だったりだとか、抑止だったりだとか、やっていただいているとは思うんですが、頻度が高くな

れば、直してもまたやってしまえば、また修繕がかかるということのいたちごっこになってくる

かなというふうに思います。こちらは要望になってしまうんですけども、やってはいただいてい

るんですが、もう少し目を配れるような形の対策というものを講じてくださるようにお願いして

おきます。 

 もう１点お伺いします。 

 新清洲駅付近の鉄道高架費というところで、先ほど久野委員のほうが進捗具合だとか区画整理

内のことはお伺いしてたんですけども、仮線用地の用地買収というのもかなり進んでおりまして、

これは非常にいい傾向だなと思ってはいるんです。これは清須地内だけの進捗率というふうに伺

えるんですけども、稲沢市のそういった進捗率だとか、進捗状況がもし分かればお聞かせくださ
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い。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田まちづくり課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。 

 稲沢市の状況につきましては、稲沢市は一応県道部分と市の買収部分、２つございまして、県

道部分につきましては、令和３年度末で件数ベースで２９％完了しています。市道部分、市の買

収部分が稲沢市は買収と借地というところがございまして、買収につきましては件数ベースで４

１．９％、借地につきましては２３．０％です。 

 以上になります。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 今、稲沢市の進捗具合ということで、清須市とやり方が変わってくるということで、パーセン

テージが清須よりは当然低いというのは前の委員会でもお伺いしたんですけども、目標としまし

ては、一応、令和５年度までにこういった仮線用地の用地買収を完了していきたいというような

意向で動いているというふうには伺ってはおります。確認なんですけど、今の進捗率から見たと

ころ、そういったものが可能なのか、それに見合うだけの進捗をしていっているかどうかだけお

答えください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 まちづくり課、前田です。 

 進捗につきましては、一応、５か年計画で用地買収というのは進めさせていただきまして、今

年度で清須市内における買収は８５％ぐらいを目標に、残りの１５％は令和５年度に買収すると

いうことで進めておりますので、事業的には順調に進めておるように認識しております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 



－42－ 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 仮駅舎の件も含めて、仮線用地は大切な事業だと思いますので、しっかり進捗していけるよう

にお願いいたしまして、質問を終わります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ８６、８７ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 都市公園費、児童遊園地のところで教えてください。主要施策は２７９ページです。 

 都市公園費の中の事業内容の管理費において、公園施設長寿命化計画を策定したというふうに

ございます。これはいつが起点で、何か年計画で、どういった内容になっているか教えていただ

けますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 長寿命化計画の策定業務につきましては、令和３年度策定しまして、令和４年度から１０年間

の公園遊具等の修繕計画を立ち上げとるものでございます。 

 こちらの遊具以外にも、例えば東屋とかトイレとかフェンスとか、そういったものも状況を確

認して、健全度を判定してランクづけのような形をして、どこからやっていかなければいけない

かという内容を計画として出したというものでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 私、不勉強で教えてください。これって策定したときにパブリックコメントとかもらったんで
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すか。あと策定済みだと思うので、きっとどこかで見れるんですね。それを教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 計画につきましては、パブリックコメントは行っておりません。外部に交渉するということも

しておりません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 せっかく頑張ってつくっていただいたのに公表できる部分はして、危険性が高い公園だという

ことは公表できないでしょうけど、つくりましたぐらいはあってもいいのかな。出生率がここの

ところずっと１番、２番のまちですので、公園もきれいにしてますというのを上手にＰＲできる

といいなと思っておりますので。見られないんですね。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 内容としましては、委員おっしゃるとおり、Ａ、Ｂ、Ｃというランクもついてくるもんですか

ら、最優先でやらないかんとか、そういうのも出てくるので、そうすると見る方が見ると、何で

うちじゃないんだという話も出る可能性も大いにありますし、施設の耐用年数とか、今の金額的

な資産価値とか、そういったものを出しております。そういったとこで市民の方に公表というの

はしてない状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 毎年、遊具の事故って聞く話ですし、トイレが汚い、怖いっていう話もよく聞くので、しっか

り進めてもらいたいなと思うんです。もう１点だけ、次ページの児童遊園なんですけども、児童
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遊園に関して長寿命化計画ってないんですけど、こっちはやらなくてもいいんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 現時点では児童遊園等については、長寿命化計画というものは策定はしておりません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 それはつくらなくていい何か根拠があるんですか。いいっちゃいいんですけど、何か根拠があ

れば。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 根拠ということでもないかもしれませんが、補助を充ててこういった計画の策定をしておりま

して、当然、児童遊園等も公園と同じような形になるもんですから、そういった計画というのも

御意見としてあると思うんです。これについては市の職員が、定期的に日々いろんなところを回

って見ていきますし、何より市政推進員をはじめ地元の方からいろんな御要望とか御相談をいた

だきますので、それで対応はしているような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 時代によって公園とかの使い方も変わってきちゃって、必ず砂場があったんだけど、今、砂場

があるとバイ菌が入るから嫌だって潰してくれっていう話があったりとか、いろいろ時代に伴っ

て、プラス新しい方が住んでいただいているまちですので、この２つがリンクして市民にとって

安全で安心できる公園であるように進めていただければと思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 最後に、８８、８９ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 次に、認定第５号 令和３年度清須市水道事業決算認定について説明をお願いいたします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 認定第５号 令和３年度清須市水道事業決算認定について御説明いたします。 

 別冊の令和３年度清須市水道事業決算書、清須市下水道事業決算書の１３ページをお願いいた

します。 

 初めに、収益収入及び支出に関連します財務諸表、令和３年度清須市水道事業損益計算書につ

いて御説明いたします。 

 １．営業収益１億９千１２７万４１４円、（１）給水収益から（３）その他営業収益でござい

ます。主なものは、水道料金収入でございます。 

 ２．営業費用１億７千６８８万１千５７０円、（１）原水及び浄水費から（６）資産減耗費ま

ででございます。主なものは、県水の受水費、配水設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費及

び職員の人件費などでございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた１千４３８万８千８４４円が営業利益となります。 

 ３．営業外収益２千７１万３千６２円、（１）受取利息及び配当金から（４）他会計補助金ま

ででございます。 

 ４．営業外費用５９１万１４４円、（１）支払利息と（２）雑支出でございます。 

 ３の営業外収益から４の営業外費用を差し引いた１千４８０万２千９１８円と営業利益を合わ

せた２千９１９万１千７６２円が経常利益となります。 

 ５．特別利益３３万３千５５６円、過年度損益修正益でございます。 

 ６．特別損失３千５８５万５千８１４円、過年度損益修正損でございます。過年度損益修正損

は固定資産台帳の修正により、過年度の減価償却費及び長期前受金戻入の過不足を修正する軽微

処理を行ったことによるものです。 

 ５の特別利益から６の特別損失を差し引いたマイナス３千５５２万２千２５８円と経常利益を
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合わせた６３３万４９６円が当年度純損失となります。当年度純損失に、前年度繰越利益剰余金

３千８３１万８千５２０円とその他未処分利益剰余金変動額１千１４２万７千４１９円を合わせ

た４千３４１万５千４４３円が当年度未処分利益剰余金となります。 

 １枚はねていただきまして、１４、１５ページをお願いいたします。 

 令和３年度清須市水道事業剰余金計算書でございます。 

 資本金の欄、中段をお願いします。 

 前年度処分後残高といたしまして９億７１５万７千１３２円、当年度変動額は０円でございま

す。当年度末残高は９億７１５万７千１３２円でございます。 

 右側資本剰余金合計の欄をお願いいたします。 

 前年度処分後残高３６１万２千７５６円、当年度変動額９千４７９万１千６３円、当年度末残

高９千８４０万３千８１９円。 

 次に、右側、利益剰余金の欄を御覧ください。 

 前年度処分後残高７千９８８万９千１５５円、当年度変動額マイナス６３３万４９６円、当年

度末残高７千３５５万８千６５９円。 

 資本合計の欄を御覧ください。 

 資本金、資本剰余金合計、利益剰余金合計を合わせた額が資本合計となります。前年度処分後

残高９億９千６５万９千４３円、当年度変動額８千８４６万５６７円、当年度末残高１０億７千

９１１万９千６１０円でございます。 

 １枚はねていただきまして、１６、１７ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表、令和３年度清須市水道事業貸借対照表について御

説明いたします。 

 左側、資産の部。 

 １．固定資産 

 （１）有形固定資産１７億７千７２４万６千５９２円、イの土地からトの建設仮勘定まででご

ざいます。 

 （２）無形固定資産５３１万４千７５０円、イの電話加入権とロのソフトウェアでございます。 

 固定資産合計は１７億８千２５６万１千３４２円となります。 

 ２の流動資産です。 

 （１）現金、（２）未収金、（３）貯蔵品を合わせた１億１千２１２万６千７９４円が流動資
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産の合計となります。 

 １の固定資産合計と２の流動資産合計を合わせた１８億９千４６８万８千１３６円が資産合計

となります。 

 右のページを御覧ください。 

 負債の部でございます。 

 ３．固定負債、固定負債合計７千１２７万３千７５５円、（１）の企業債でございます。 

 ４．流動負債、流動負債合計８千３７７万７千８２６円、（１）の企業債から（５）引当金ま

ででございます。 

 ５．繰延収益、繰延収益合計６億６千５１万６千９４５円、長期前受金でございます。 

 ３．固定負債合計、４．流動負債合計、５．繰延収益合計を合わせた８億１千５５６万８千５

２６円が負債の合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６．資本金９億７１５万７千１３２円 

 ７．剰余金、（１）資本剰余金９千８４０万３千８１９円、イ．他会計補助金でございます。

（２）利益剰余金７千３５５万８千６５９円、イの建設改良積立金とロの当年度未処分利益剰余

金でございます。（１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた１０億７千９１１万９千６１

０円が資本合計となります。負債資本合計と資本合計を合わせた１８億９千４６８万８千１３６

円が負債資本合計となります。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは、質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。よろしくお願いします。 

 まず、お聞きしたいのが、決算書の４０ページのところに、そこの年度で行った工事とか更新

したものの一覧が上の表に出ておりまして、そこの４段目の令和３年１０月５日、落合歩道橋添

架配水管耐震化工事、これは読んで字のごとくだと思いますが、歩道橋にくっついとる水道管の

耐震化工事という理解でいいですか。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課、伊藤でございます。 

 こちらは歩道橋についている水道管の耐震化工事を行うための設計業務でございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これは今年度、工事着手という感じですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 これは実は昨年度、ついこの間ですか、和歌山県でかなり大きな川に架けてある橋の水道管が

途中が破裂して、エリアが断水したっていう話があって、直すのに何日かかかったんですね。清

須市内にも清須市が行っている水道事業の中で、こういった橋にくっついてるものってほかにも

あるのかということと、たしか、市内はほかのエリアは名古屋市水道局が供給しているので、僕

の家の近くの管には耐震工事をやっているという覚えがあるんですが、市内にこういった水道管

て何か所かあるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 清須市の水道事業で橋に水道管をかけている場所は２か所ございます。あと名古屋市管理の水

道管の数も分かる範囲でお答えしたほうがよろしいでしょうか。 
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 そうしますと、飛永委員の近くの朝日のところに水管橋が１か所ございます。あと、五条橋、

長者橋、巡礼橋にそれぞれ橋のところに水道管がかかっております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 まず、清須市が行っている事業でこのほかに２か所ある。落合橋のところについてる水道管と

春日の中にもう１個あるんですね。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 学校橋のところにあります。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 学校橋のところはこういった耐震工事は済んでいるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 今回の落合の橋につきましては、古くなっているということで、漏水がひどくなってきました

ので、通常は橋にかかっている管はステンレス鋼管といいまして、耐震性のある管が布設されて

おるはずですから、ただ、今回、漏水がひどくなってきたもんですから、新たに架け替えを行う

ものでございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 学校橋は、橋のところの管は大丈夫ということですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 今のところはその認識でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ほかの市内の名古屋市水道局がやっているところも、この間の事故を受けて何らかの点検とか、

名古屋市水道局に何らかの打診とか、確認とかってされましたか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 こちらからは打診はしておりませんが、当然そのような形でやってみえると思っております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 何らかの形で市内に供給している水ですから、確認していただければなと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 全体的なことをお聞きしたいと思いますけども、大体この水道事業というのは、日本政策投資

銀行が出しておって、いろいろ大きな問題がたくさんあります。水道事業においては幾つか課題

があります。給水人口及び１人当たり水使用料の減少による有収水量の減少、いわゆるお金をも

らえる水の減少がしているということですね。事業者間の料金格差、利用者数が多いところは１

人当たりが安くなれば、そうじゃなくて、管の保持が大変だというところは当然高くなるでしょ

う。将来的に楽観視できない水準の有利子負債、こちらは後でお金のことは言いますけども、あ

とは設備の老朽化、更新事由への対応、また耐震化投資の実施、職員の高齢化ということが問題

として挙げられています。今回、この決算書においても、意見書においても書かれておるんです

けども、老朽化している管の更新・耐震化、これがなかなか進んでいないと。この事業に関して

は、投資による資金の流出が続いているというコメントも入っています。 

 僕は実は貸借対照表を一通り見たんですね。そうすると、基本的に企業会計で簡単に３つぐら
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い健全かどうかと計る指標があって、自己資本比率と流動負債比率、当座比率というのがあって、

資金が間に合っとるかということと、短期の支払いがちゃんとできるかということと、その準備

ができているかということの指標のようなんですが、これを見るとまず１個、自己資本比率が僕

の電卓で計算したんで本当に合っとるかどうか分からんですけど、５６．９５という非常に高い

数字になっているんです。これは業種によって自己資本比率て、見方がいろいろ違うと思うんで

すけど、大きい施設の固定資産を持って、例えば、サービスを提供するような宿泊業とか飲食な

んかだと自己資本比率は１４．４ぐらいが適正ですよと。例えば、ほかの業種になるとすると、

製造業だと４５％ぐらい自己資本比率が適当だと。ということは、言ってみたら、自己資本比率

の分子って資本金と余剰金になってくるんですけども、こんだけお金があるので、もうちょっと

更新とか耐震化の投資に回せないかと思うんです。もうちょっと何か今以上に、この中に入って

ある数字だったら１０％しかできてないて書いてあったので、春日地内はまだ区画整理がもうち

ょっとかかるところもありますし。一応そのお金はちゃんともらっているんだけど、今回も特別

損失が出てて、何でか分からないんですけども、こういったことに関しては今後のプランとか計

画とかってどんなふうに見てらっしゃるのか、コメントだけいただけますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 配水管の更新の関係になりますけれども、現在は重要給水施設への耐震化をまず第一に考えて

更新を進めておりまして、毎年毎年そのお金は出ておる状況でございます。 

 それに加え、新たに水道管が入ってくるところにつきましても、耐震管を入れるような形で今

は実施しております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これは特に資本の部のところの資本金が令和３年度だと９億７００万円、令和２年だと８億３

千６００万円、７千万円ぐらい増えとるという形で、剰余金の分なんかだと思うんですけども、

こういった資本金のお金というのは取り崩して更新とかに使えるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 最終的にはそのような形で利用はできることになっておりますけれども、まだそこまで考えて

おりません。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今おっしゃったように、橋に架かっとる管が耐震管じゃなかったから漏水がひどいから替えま

したっていう話もあるんでしょうけど、そもそも皆さん、住宅で使っておるものも同じ傾向にあ

るんじゃないですか。大丈夫なんですか。調査されましたか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 春日の配水場のほうには日々行っておりますので、その道中、道路を見ております。その中で

漏水等が発生しておる場所は、地元の方からもいろいろお電話をいただいて、その都度、対処は

しておるわけでございますけども、そういったときには、その管も耐震管にして新しい管に入れ

替えてニーズに対応していくということを考えておりますので、これからもそのような形でやっ

ていきたいと思います。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今回も剰余金の処分について資本に繰り入れますよという話になっておるんですけども、水道

水の供給というのは誰もが実感しているでしょうけど、大事なものなので、なおかつ、その中で

供給している管が老朽化して替えなきゃということがあるのと、他の自治体だともっと耐震化が

進んでいる、進んでないとかいうことというのは、経営の安定のためには資本金のお金がどんど

ん積まれていくのがいいんでしょうけど、やっておくべきことを一旦置いておいてここにお金を

置いておこうかというのは、水道管というのは劣化し出すと時間は止まらないんで、ちょっとで
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も早く取り組んでもらったほうがいいと思うんですね。 

 例えば、今、払うお金が潤沢にあるかということは当座比率という比べ方があるんですが、こ

れが７２．７％という指標で１００％を切っているんですね。すぐにお金が払えませんよという

数字になってきちゃうんですけど、これがおもしろいのは、現預金の下に未収金５千万円てある

んですね。未収金を足すと当座比率というのは健全な数字になるんです。この未収金の内容て何

なんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 主に水道料金でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 貯金が６千万円で、水道料金の営業的なきちんと回収しなきゃいけないお金が５千１００万円

もらえてないというのは、これはどんなふうに理解したらいいんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 こちらにつきましては、３月に検針した水道料金を丸々２か月分ございまして、そちらの分は

４月に納付書を発送して料金を頂くことになりますので、全て未収金という形になります。それ

プラス工事費の負担金とかですね、そういったものもこちらの未収金に入っておりますので、合

わせてこの金額になるということがございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 確実にこの未収金は回収できるとなると、事業の仕方としては、ほぼほぼ健全であるという感

覚で見させてもらえばいいんですか。 



－54－ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 水道に関しては今回この意見書にも書かれておるんですが、老朽化と耐震化への対応を進めて

いますが、多額な資金が必要になります。しっかり準備を今している途中なのかどうかとは思う

んですが、多額な資金が必要になるということがあるので、収納の確保、経費節減など、効率的

な企業経営に取り組んだ上で、水道事業の一本化に向けた対策と協議を進めるとともに、という

ふうに今回こういうコメントがあるんですけども、これに関してどんな感想を持たれますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 春日の水道事業につきましては、春日の合併当初からもともとの清洲町、新川町、西枇杷島町

に関しましては、名古屋市上下水道局からの給水を受けておりまして、その一本化を目指すとい

うことで決まっております。現在も名古屋市との水道の一本化に向けて会議を行って調整してい

る段階でございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 御苦労さまでございます。多分、いろいろな調整等でもハードルもあるでしょうし、こういっ

たお金のやりくりのハードルもあるでしょうし、その間、水道管はどんどん劣化していくという

ことがあるでしょうし、いろんな過程がある中ですけれども、清須市唯一の水道事業であります

ので、安心にしっかり供給できるように進めていただくよう御要望させていただいて、質問を終

わらさせてもらいます。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ほかありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 認定第５号 令和３年度清須市水道事業決算認定について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第５号 令和３年度清須市水道事業決算認定については、認定すべきものと決し

ました。 

 次に、認定第６号 令和３年度清須市下水道事業決算認定について説明をお願いします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課、伊藤でございます。 

 引き続きまして、認定第６号 令和３年度清須市下水道事業決算認定について御説明いたしま

す。 

 令和３年度清須市水道事業決算書 

 清須市下水道事業決算書の５５ページをお開きください。 

 初めに、収益収入及び支出に関連します財務諸表、令和３年度清須市下水道事業損益計算書に

ついて御説明いたします。 

 １．営業収益６億６千５９８万４千７５０円、（１）下水道使用料から（４）その他営業収益

まででございます。主なものは、下水道使用料及び雨水処理負担金でございます。 

 ２．営業費用１３億１千６７９万３千１４４円、（１）管渠費から（９）資産減耗費まででご

ざいます。主なものは、管渠ポンプ場設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費及び職員の人件

費などでございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた６億５千８０万８千３９４円が営業損失となりま
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す。 

 ３．営業外収益８億８千５６６万６千３９２円、（１）他会計負担金から（４）のその他営業

外収益でございます。 

 ４．営業外費用１億８千８０９万５千６４２円、（１）支払利息と（２）の雑支出でございま

す。 

 ３の営業外収益から４の営業外費用を差し引いた６億９千７５７万７５０円と営業損失を合わ

せた４千６７６万２千３５６円が経常利益となります。 

 ５．特別利益７７０万８千１８円、（１）過年度損益修正益と（２）その他特別利益でござい

ます。 

 ６．特別損失５万７千４２０円、過年度損益修正損でございます。 

 ５の特別利益から６の特別損失を差し引いた７６５万５９８円と経常利益を合わせた５千４４

１万２千９５４円が当年度純利益となります。当年度純利益に前年度繰越欠損金３億６千３３２

万９千９５４円を合わせた３億８９１万７千円が当年度未処理欠損金となります。 

 １枚はねていただきまして、５６、５７ページを御覧ください。 

 令和３年度清須市下水道事業剰余金計算書でございます。 

 資本金の欄を御覧ください。 

 前年度末残高９億３千１５万２千円、当年度変動額１億２千６０９万２千円、当年度末残高１

０億５千６２４万４千円。 

 右側、資本剰余金合計の欄を御覧ください。前年度末残高９億９千８３１万６千４０２円、当

年度変動額８５５万６千１５円、当年度末残高１０億６８７万２千４１７円。 

 次に、利益剰余金合計の欄を御覧ください。前年度末残高マイナス３億６千３３２万９千９５

４円、当年度変動額５千４４１万２千９５４円、当年度末残高マイナス３億８９１万７千円。 

 次に、資本合計の欄を御覧ください。資本金、資本剰余金合計、利益剰余金合計を合わせた額

が資本金合計となります。前年度末残高１５億６千５１３万８千４４８円、当年度変動額１億８

千９０６万９６９円、当年度末残高１７億５千４１９万９千４１７円でございます。 

 １枚はねていただきまして、５８、５９ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表 

 令和３年度清須市下水道事業貸借対照表について御説明いたします。 

 左側、資産の部でございます。 
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 １．固定資産 

 （１）有形固定資産２６３億８千７８４万２７３円、イの土地からホの建設仮勘定まででござ

います。 

 （２）無形固定資産２３億９千９４８万９千５１８円、イの施設利用権からハ．ソフトウエア

でございます。 

 （３）投資その他資産３１３万１千１７０円、イ．出資金とロの長期前払費用でございます。 

 固定資産合計は２８７億９千４６万９６１円となります。 

 ２．流動資産 

 （１）現金預金から（４）前払金を合わせた１７億６千８９５万３千３２２円が流動資産の合

計となります。 

 １の固定資産合計と２の流動資産合計を合わせた３０５億５千９４１万４千２８３円が資産合

計となります。 

 右のページを御覧ください。 

 上段、負債の部でございます。 

 ３．固定負債 

 固定負債合計１３２億９千１８８万３千９６９円。（１）の企業債と（２）その他固定負債で

ございます。 

 ４．流動負債 

 流動負債合計１３億５千５万５千８６４円、（１）企業債から（５）その他流動負債まででご

ざいます。 

 ５．繰延収益 

 繰延収益合計１４１億６千３２７万５千３３円、長期前受金でございます。 

 ３の固定負債合計、４．流動負債合計５の繰延収益合計を合わせた２８８億５２１万４千８６

６円が負債合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６．資本金１０億５千６２４万４千円。 

 ７．剰余金 

 （１）資本剰余金１０億６８７万２千４１７円、イ．受贈財産評価額からハの国庫補助金まで

でございます。 
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 （２）利益剰余金マイナス３億８９１万７千円、イの当年度未処理欠損金でございます。 

 （１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた６億９千７９５万５千４１７円が剰余金合計

となります。 

 ６．資本金と７．剰余金を合わせた１７億５千４１９万９千４１７円が資本合計となります。 

 負債合計と資本合計を合わせた３０５億５千９４１万４千２８３円が負債資本合計となります。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。よろしくお願いします。 

 決算書の８０ページです。 

 最初に、経営指標に関する事項というところで教えていただきたいと思います。 

 ４行目の「また」というところからなんですが、下にグラフも出てるんですけど、「使用料水

準の妥当性を示す経費回収率は、前年度比２６．８７ポイント減の７１．７５％となり、事業に

必要な費用を使用料で賄えている状況とされる１００％を下回っており、使用料以外で賄ってい

る状況となっています。」とありますが、使用料以外で賄っているとあるのは、使用料以外の何

で賄っているのか教えてもらえますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 一般会計からの繰入金になると思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 一般会計からの繰入れになりますと。どうしてもそうなりますね。分かりました。 

 これは健全と言える水準なのかどうかというのは思うんですが、これはどこかで改善をしてい
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くものなんですか。これは後でも言いますけど、自己資本比率が非常に少なくて、投資がどんど

ん先行しとるので、これから先これがまだ下がっちゃうのか、まだ上がる可能性があるのか、ど

の段階でどうっていうのかはあるんでしょうけども。現状は予定どおりの進捗なのか、ある程度

想定内の話なのか、あと今後、聞かせてください。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 今回の数字は少し想定外な数字が出ております。本来であれば１００％ないといけないところ

ですので、１００％を目指して今後は頑張って事業を進めていきたいと思います。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ということは、いわゆる接続率の話なのか。いわゆる供用開始をされた面積とか世帯に対して

の使用料の発生が予定どおりにいってないという認識でいいんですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 今回はストックマネジメント計画を策定するに当たりまして委託費が少し多くかかりましたの

で、その関係で少しパーセンテージが下がったものでございますので、今後その費用の負担を考

えまして、改善していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。 

 改善の方途がきちんとある上でのこういう数字だという認識をさせていただきます。それでよ

ろしくお願いします。 

 前に戻ってもらうと、報告書ということで、概要からずっと始まっているんですけども、建設
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改良の概況ということで、下の４行目ぐらいからポンプ場の話がずっと出てきます。これを教え

てもらいたいんですけども、下水道事業って汚水処理事業ですよね。今は下水処理って雨水と一

緒にすると、今、雨の降り方がひどいので、大変なことになるのでということで分けて管を設置

していると思うんです。川のポンプ場の事業ってどっちかというと内水処理の事業になると思い

ます。そうすると、汚水処理事業の投資に対しては、今、言った使用料で回収をしていくという

格好になるんですけども、内水の処理事業って一般会計から繰入れをしていくのか、収入が資本

的収入と営業収入とあるんですけども、資本的収入は多分、起債するとかなってくると思うんで

すが、これっていうのはどういう考え方で進んでいるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 雨水事業につきましては、一般会計からの繰入れで行っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ということは、一般会計から繰り入れていることが汚水処理事業とは別で、きちっと勘定がで

きとるという理解でいいですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。安心をいたしました。 

 全体観について聞かせてもらうんですが、５８、５９ページの貸借対照表に行きますと、流動

比率と当座比率、さっきの年度年度のお金の支払いに関して、現状の収入と資産と負債の状況だ

と、多分、健全な数値内に収まっているという、僕が数字をたたいたらそうだったんですね。あ
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る程度正常な数値内に収まっておるという認識なんです。これは予定どおり、想定内の進捗だと

いう理解でいいですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。 

 ただ１点、これは教えてほしいんですけど、習ったように、自己資本比率を計算すると、自己

資本比率というのは５．７４という金融業みたいな自己資本比率になっちゃうんですね。これも

想定内で、これから先々は改善するのかこのままなのか、これはどんなふうに見方をされている

んですか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 そのとおりとは認識しております。ただ確信が持てませんので、後ほどお答えさせていただき

ます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 私も確信が持てないので聞かせていただきました。 

 資本金は前年度よりも少しずつ増えていって、他会計補助金というのは、現時点で７億円、前

年度に比べると４００万円ぐらい増えて、何らかで調整を取りながらやっておられるんだなとい

うようには見てるんです。長期にわたる事業で高度成長期の中でやっている事業であれば、それ

に習ってやっていけば、ある程度想定内でやると思うんですが、現状は人口減少の中でＧＤＰも

減っていく、国からの新設の下水道の補助金が既設の修繕のほうに回っていくと、国の全体の財

布がどうしてもそっちに行かざるを得ないという状況が見え隠れしているんですね。そうすると、
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愛知県なんかは、合併浄化槽の設置の推奨補助金を出したりとかしていて、施設がかなりのお金

をかけて造った分だけ後々維持費も管理費もかかっちゃうので、どうなんだろうかという世論も

ある中で進めておられると思うので、僕は自己資本比率を見てびっくりしたんです。なので、経

営努力として、現状、何をしていくべきか、接続率を上げるとかということがあると思うんです

けど、それだけお聞かせいただけますか。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 現在は経営戦略を作成しておりまして、こちらに基づいて財政計画も立てております。その中

で事業を行っておる段階でございます。接続率が増えてこないと収入が入ってきませんので、当

然接続していただくような形で市民の方にはＰＲをして進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 しっかり周知と理解を促していただいて、継続性が担保された下水道事業になっていくように

というふうに思って今後も見させていただきます。 

 それと、さっきのはまた後日個別にお伺いしますので、よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 あとないですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 認定第６号 令和３年度清須市下水道事業決算認定について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 
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 ありがとうございました。 

 全員賛成です。 

 よって、認定第６号 令和３年度清須市下水道事業決算認定については、認定すべきものと決

しました。 

 ここでお昼の休憩を挟みたいと思います。再開は１時半。よろしくお願いいたします。 

（ 時に午前１１時５７分 休憩 ） 

（ 時に午後 １時３０分 再開 ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは、午前中に引き続き、建設文教常任委員会を再開いたします。 

 初めに、午前中の答弁で伊藤課長より。 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 午前中の質問の中で自己資本比率のお話があったと思いますけども、下水道事業につきまして

は、公営企業につきまして資本に繰延収益を合計した数字に負債資本の合計を割り戻すという形

で計算いたします。その結果、５２．１％という数字になりますので、問題はないかと思います。 

 以上でございます。 

 もう１点、よろしいでしょうか。 

 水道のお話で、川に架かっている水管橋の数のお話で、春日地区２本と答えましたけれども、

実際、県道部分の春日の新橋にも架かっておりまして、３本になります。台帳で調べさせていた

だきまして、清須市内に五条川、新川、庄内川、水場川がございまして、全て合計すると１４の

水管橋が架かっている状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 次に、令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について説明をお願いします。 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 議案第４２号 令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について御説明いたします。 
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 別冊の市長提出議案等の２１ページをお開きください。 

 議案第４２号 

 令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について 

 下記のとおり、令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金を資本金に組み入れ、残余を繰り

越すことについて、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 表の説明をいたします。 

 当年度末、令和３年度末残高は、資本金９億７１５万７千１３２円、未処分利益剰余金４千３

４１万５千４４３円でございます。議会の議決による処分額は未処分利益剰余金の当年度末残高

４千３４１万５千４４３円のうち、既に補塡財源として執行した１千８３３万１千９２４円を資

本金に組入れ、残余である２千５０８万３千５１９円を未処分利益剰余金として繰り越すもので

ございます。処分後の資本金の残高は９億２千５４８万９千５６円となります。 

 令和４年８月３０日提出 

 清須市長 永田純夫 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第４２号 令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４２号 令和３年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第４３号 令和４年度清須市一般会計補正予算（第５号）案所管分について、歳入

歳出を続けて説明をお願いいたします。 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課、村瀬です。 

 議案第４３号について、建設文教常任委員会建設部所管分を一括して御説明します。 

 １８ページ、１９ページを御覧ください。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、４目農地費、補正額１２万５千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、用排水路管理費は、原油などの価格高騰の影響を受け、不足が

見込まれる電気料金の増額です。 

 続きまして、２０、２１ページを御覧ください。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、補正額９万７千円の減額、３節職員手当等と

４節共済費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、会計年度任用職員報酬等は、一般職・常勤職員の給与改定を踏

まえた期末手当の支給月数の引下げ等に係る会計年度任用職員人件費の減額です。 

 同じく、２項道路橋梁費、２目道路維持費、補正額１千２５５万９千円の増額、１０節需用費

です。 

 説明欄を御覧いただきまして、道路維持管理費２０万１千円の増額及び鉄道駅自由通路維持管

理費１４２万５千円の増額、街路灯管理費１千９３万３千円の増額は電気料金の増額です。 

 同じく、３項河川費、１目河川総務費、補正額３万３千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、雨水貯留施設管理費は電気料金の増額です。 

 続きまして、２２、２３ページを御覧ください。 

 ８款土木費、４項都市計画費、１目都市計画総務費、補正額１万４千円の減額、３節職員手当

等と４節共済費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、会計年度任用職員報酬等は期末手当の減額です。 

 同じく、３目街路事業費、補正額９万６千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、街路管理費は電気料金の増額です。 

 同じく、５目公共下水道費、補正額１千４２６万２千円の増額、１０節需用費と１８節負担金、

補助及び交付金です。 
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 説明欄を御覧いただきまして、下水道事業雨水処理負担金１千３９６万９千円の増額、水の交

流ステーション等管理費２９万３千円の増額は電気料金の増額です。 

 同じく、６目都市下水路費、補正額１４７万９千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、都市下水路等管理費は電気料金の増額です。 

 同じく、７目公園費、補正額１３６万８千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、都市公園管理費１２８万円の増額、児童遊園等管理費８万８千

円の増額は、電気料金の増額です。 

 続きまして、９款消防費、１項消防費、４目防災対策費、補正額１１０万８千円のうち都市計

画課所管分５６万４千円の増額、１０節需用費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、庄内川水防センター管理費は電気料金の増額です。 

 建設文教常任委員会建設部所管分の説明は以上です。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 ありませんか。よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 次に、議案第４７号 令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案について、歳入歳

出続けて説明をお願いいたします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課、伊藤でございます。 

 議案第４７号 令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案について御説明いたしま

す。 

 別冊の令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案の６ページ、７ページをお開きく

ださい。 

 令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）実施計画明細書 

 収益的支出 
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 １款水道事業費用、１項営業費用、２目配水及び給水費、補正予定額２５５万円の増、８節動

力費、原油などの価格高騰の影響を受け、不足が見込まれる配水場の電気料金の増額でございま

す。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第４７号 令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４７号 令和４年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案については、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４８号 令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案について、歳入

歳出続けて説明をお願いします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 議案第４８号 令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案について御説明いたし

ます。 

 別冊の令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案の６ページ、７ページをお願い

いたします。 

 令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）実施計画明細書 
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 収益的収入 

 １款下水道事業収益、１項営業収益、２目雨水処理負担金、補正予定額１千３９６万９千円の

増、１節雨水処理負担金、原油などの価格高騰の影響を受け、不足が見込まれる雨水ポンプ場な

どの電気料金等の増額によるものでございます。 

 収益的支出 

 １款下水道事業費用、１項営業費用、１目管渠費、補正予定額９万９千円の増、７節動力費、

汚水管渠・雨水管渠に係る電気料金の増額でございます。 

 ２目ポンプ場費、補正予定額１千３９２万８千円の増、７節動力費、雨水ポンプ場に係る電気

料金等の増額でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 議案第４８号 令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案について採決いたしま

す。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（岡山 克彦君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４８号 令和４年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案について、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、建設文教常任委員会に付託されました建設部所管の議案についての審議は終了いたし

ました。 

 教育委員会所管につきましては、１６日午前９時３０分から御審議いただきますので、よろし
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くお願いいたします。 

 これをもちまして、本日は散会いたします。 

 早朝より御苦労さまでした。 

（ 時に午後 １時４１分 散会 ） 
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